
ぼ く と わ た し の 絵

○ し ん ご う 保 育 園

大
好
き
な
す
べ
り
台
で
遊
ん
で
い
る

と
こ
ろ
を
描
き
ま
し
た
。
着
て
い
た

お
洋
服
の
水
玉
も
細
か
く
描
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

佐
 藤
　
　
慶
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
描
く
の
が
難
し
い
と
言
っ
て
い

た
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
も
、
ゴ
ー
ル
も

悩
み
な
が
ら
一
生
懸
命
描
き
ま
し
た
。

佐
藤
　
陽
菜
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

け
い

さ
と
う

ひ
な

さ
と
う

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

16

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

209

７
月

人
の
動
き

男
　
1,
45
6人
（
－
２
人
）

女
　
1,
56
2人
（
－
５
人
）

計
　
3,
01
8人
（
－
７
人
）

世
帯
数
96
1世
帯（
＋
１
世
帯
）

（
平
成
23
年
５
月
31
日
現
在
）
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村
  上
　
徠
  花

ち
ゃ
ん

Ｈ
22
・
１
・
18
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
武
勇

（
マ
マ
）
恵
美
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

お
ち
ゃ
め
で
頑
固
で
い
た
ず
ら
ず
き
の

徠
花
ち
ゃ
ん
。
ご
飯
を
も
り
も
り
食
べ

て
、
す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
23
年
文
 月
ル
ビ
ー（
紅
玉
）

̶
 情
熱
・
権
威
 ̶

誕
生
石

ふ
み
づ
き

Ju
ly

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
１
年
７
月

備
　
　
　
考

行
　
　
事
　
　
等

む
ら

か
み

か
ら
い

日
曜

1
金
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

平
子
沢
キ
ャ
ン
プ
場

3
日
第
19
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

4
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

6
水
不
用
犬
引
取
日

7
木
村
畜
産
祭
　
特
定
健
診
（
～
９
日
）

8
金
資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

11
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

美
郷
館
　
9：
00
～
14
：
00

行
政
相
談

14
木
特
定
健
診
（
～
16
日
）

資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

15
金
粗
大
ご
み
収
集
日
　
乳
児
・
１
才
６
ヶ
月
・
２
才
児
健
診
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
9：
00
～
12
：
00

人
権
相
談
所

17
日
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

18
月
●
海
の
日

21
木
特
定
健
診
（
～
23
日
）

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
（
～
31
日
）

22
金
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

25
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
ポ
リ
オ
予
防
注
射

28
木
特
定
健
診
（
～
30
日
）

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

５月29日　キリスト祭（関連記事は２～３ページ）５月29日　キリスト祭（関連記事は２～３ページ）



２３　広報しんごう　H23・６

　
県
南
地
方
を

代
表
す
る
初
夏

の
風
物
詩
と
し

て
す
っ
か
り
定

着
し
た
キ
リ
ス

ト
祭
が
５
月
29

日
、
キ
リ
ス
ト

の
里
公
園
で
開

催
さ
れ
、
県
内

外
か
ら
お
よ
そ

４
０
０
名
の
観

光
客
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
大
祭
長
の
須
藤
村
長
が
「
村
の

情
景
と
キ
リ
ス
ト
伝
説
へ
の
神
秘

と
ロ
マ
ン
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
神
主
が
祝

詞
を
奏
上
し
た
後
、
キ
リ
ス
ト
の

墓
を
代
々
見
守
っ
て
き
た
沢
口
家

を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
が
玉
ぐ
し

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
小
雨
混
じ
り
の
中
、
戸
来
田
中

獅
子
舞
保
存
会
が
墓
前
で
権
現
舞
、

村
連
合
婦
人
会
が
「
十
来
塚
」
を

囲
み
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
奉
納
。
詰

掛
け
た
家
族
連
れ
等
は
カ
メ
ラ
や

ビ
デ
オ
で
撮
影

し
て
い
ま
し
た
。

　
第
15
回
キ
リ

ス
ト
の
里
短
歌

ポ
ス
ト
入
選
発

表
会
で
は
、
北

村
道
子
氏
（
歌

誌
「
国
原
」
同

人
）
が
天
位
に

輝
い
た
投
稿
歌

を
厳
か
に
朗

詠
。
墓
前
は

あ
た
た
か
い
拍

手
が
わ
き
起
こ

り
ま
し
た
。

　
平
葭
哲
雄
観
光
協
会
長
が
「
今

後
も
村
の
貴
重
な
観
光
資
源
を
守

っ
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
。
村
外

か
ら
の
40
名
を
含
む
96
名
の
招
待

客
は
金
澤
孝
吉
五
戸
町
商
工
会
長

の
音
頭
に
よ
り
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
で

乾
杯
、
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
短
歌
ポ
ス
ト
入
選
者
は
次
の
通

り
で
す
。（
本
村
関
係
分
）

子
供
の
部

天
位
　
高
見
旭
乙（
戸
来
小
５
年
）

地
位
　
村
田
　
菜（
戸
来
小
６
年
）

人
位
　
大
瀬
莉
菜（
戸
来
小
６
年
） 

艶
や
か
に

　ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
披
露

艶
や
か
に

　ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
披
露

第
48
回
キ
リ
ス
ト
祭

第
48
回
キ
リ
ス
ト
祭
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の
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短
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ス
ト
入
選
発

表
会
で
は
、
北

村
道
子
氏
（
歌

誌
「
国
原
」
同

人
）
が
天
位
に

輝
い
た
投
稿
歌

を
厳
か
に
朗

詠
。
墓
前
は

あ
た
た
か
い
拍

手
が
わ
き
起
こ

り
ま
し
た
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平
葭
哲
雄
観
光
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会
長
が
「
今

後
も
村
の
貴
重
な
観
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を
守
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た
い
」
と
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辞
。
村
外
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ら
の
40
名
を
含
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96
名
の
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客
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孝
吉
五
戸
町
商
工
会
長
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頭
に
よ
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リ
ン
ゴ
ジ
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で

乾
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締
め
く
く
り
ま
し
た
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短
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ポ
ス
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入
選
者
は
次
の
通

り
で
す
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本
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分
）

子
供
の
部

天
位
　
高
見
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乙（
戸
来
小
５
年
）

地
位
　
村
田
　
菜（
戸
来
小
６
年
）

人
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大
瀬
莉
菜（
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６
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に
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ニ
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48
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48
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祭



4５　広報しんごう　H23・６

　
６
月
11
日
と
12

日
の
２
日
間
、
本

村
を
主
会
場
に
第

63
回
三
戸
郡
総
合

体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本

村
で
の
開
催
は
平

成
17
年
以
来
と
な

る
６
年
ぶ
り
。
今

回
は
役
員
・
選
手

１
３
７
５
名
が
郷

土
の
誇
り
を
胸
に

16
種
目
に
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　
12
日
、
美
郷
館

で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
工
藤
忠

善
郡
体
育
協
会
長
の
大
会
長
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
須
藤
良
美
村
長

が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、「
日
頃

鍛
え
ら
れ
た
技
と
力
を
十
分
に
発

揮
し
、
本
大
会
を
通
じ
て
郡
内
の

親
睦
を
深
め
、
そ
し
て
融
和
の
輪

を
大
き
く
広
げ
、
有
意
義
な
大
会

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
期
待

す
る
」
と
激
励
。
軟
式
野
球
競
技

の
田
島
弘
規
選
手
が
６
町
村
の
団

旗
に
囲
ま
れ
「
全
力
で
プ
レ
ー
す

る
こ
と
を
誓
う
」
と
宣
誓
す
る
と

大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
り
ま
し

た
。

　
好
天
の
も
と
、

１
５
５
名
の
本
村

選
手
団
は
の
び
の

び
と
プ
レ
ー
し
、

熱
戦
を
展
開
。
５

種
目
で
３
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
団
長
の
中
平
秀

夫
体
育
協
会
会
長

は
「
選
手
は
よ
く

や
っ
て
く
れ
た
。

自
分
た
ち
の
精
一

杯
の
プ
レ
ー
を
披

露
し
、
最
後
ま
で

戦
い
抜
い
た
選
手

と
支
え
て
く
れ
た

家
族
に
感
謝
し
た

い
。
来
年
の
三
戸

大
会
で
は
今
年
以

上
の
成
績
を
残
す
」

と
大
会
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り
。

（
本
村
関
係
分
）

総
合
得
点
　
31
点

総
合
順
位
　
６
位

種
目
別
成
績

陸
上
競
技
男
子
６
位

（
50
才
以
上
男
子
砲
丸
投
げ

　
優
勝
　
崩
　
弘
幸
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
３
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
３
位

軟
式
野
球
５
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
４
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
６
位

弓
道
４
位

サ
ッ
カ
ー
３
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
６
位

ボ
ウ
リ
ン
グ
６
位

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
３
位

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
５
位

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
４
位

12
日

　倉
石
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

11
日

　五
戸
ド
ー
ム

12
日

　ひ
ば
り
野
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

11
日

　ひ
ば
り
野
公
園
野
球
場

12
日

　ひ
ば
り
野
公
園
テ
ニ
ス
場

５種目が３位入賞！
　　第63回三戸郡総合体育大会
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ボ
ウ
リ
ン
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６
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家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
３
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ゲ
ー
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ボ
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ル
５
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グ
ラ
ウ
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ド
ゴ
ル
フ
４
位
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石
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
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　五
戸
ド
ー
ム

12
日

　ひ
ば
り
野
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

11
日

　ひ
ば
り
野
公
園
野
球
場

12
日

　ひ
ば
り
野
公
園
テ
ニ
ス
場

５種目が３位入賞！
　　第63回三戸郡総合体育大会
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実りの秋を祈って実りの秋を祈って実りの秋を祈って
　
平
成
23
年
第
２
回

新
郷
村
議
会
定
例
会

が
６
月
６
日
か
ら
10

日
ま
で
開
催
さ
れ
、

議
案
11
件
、
報
告
５

件
、
追
加
提
案
さ
れ

た
議
案
２
件
を
原
案

通
り
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
委
員

に
次
の
方
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
山
岸
　
義
一
氏

　
　（
59
歳
　
戸
来
字
川
台
）

任
期
は
平
成
27
年
６
月
５
日
ま

で
で
す
。

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
次
の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
森
田
　
勝
喜
氏

　
　（
66
歳
　
戸
来
字
金
ヶ
沢
尻
）

任
期
は
平
成
26
年
６
月
21
日
ま

で
で
す
。

◇
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千

１
９
０
万
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
25
億

６
千
４
８
２
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
補
正
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入

・
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
受
託

事
業
収
入
　
　
１
５
０
０
万
円

・
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
効
果
活

用
支
援
事
業
費
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
０
万
円

歳
出

・
新
規
作
物
（
自
然
薯
）
開
発
委

託
料
　
　
　
　
　
　
　
65
万
円

・
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
受
託

事
業
費
　
　
　
１
５
０
０
万
円

　
　
　
　
　
（
除
間
伐
等
委
託
）

・
間
木
ノ
平
地
区
公
園
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
０
万
円

　（
乗
用
モ
ー
ア
芝
刈
り
機
購
入
）

・
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
効
果
推

進
事
業
費
　
　
　
１
２
５
万
円

　（
地
場
産
品
売
店
管
理
運
営
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

　（
地
場
産
品
売
店
施
設
整
備
委
託
料
）

・
戸
来
小
学
校
横
断
路
舗
装
新
設

工
事
費
　
　
　
　
92
万
３
千
円

◇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
７
９
８
万
円

　（
三
菱
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
29
人
乗
り
）

　
本
村
や
五
戸
町
の
農
家
女
性
で

組
織
す
る
「
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
」（
類
家
裕
子
代
表
）

が
５
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
八
戸
新
郷
給

油
所
等
で
街
頭
活
動
を
行
い
、
田

植
え
な
ど
で
忙
し
い
農
家
に
農
作

業
事
故
の
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
「
カ

ッ
チ
ャ
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。
メ

ン
バ
ー
は
大
型
特
殊
免
許
を

持
つ
女
性
で
、
農
家
に
安
全

な
作
業
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、
平
成
14
年
か
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。
街
頭
活
動

は
、
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
の
本

格
化
に
合
わ
せ
て
実
施
。
こ

の
日
は
会
員
８
人
が
ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
の
ピ
ン
ク
色
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
・
帽
子
を
着
用
し
、

の
ぼ
り
を
掲
げ
て
来
店
者
に

事
故
防
止
の
チ
ラ
シ
や
危
険

防
止
蛍
光
テ
ー
プ
、
手
作
り

の
毛
糸
製
の
食
器
用
ス
ポ
ン

ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
事
故

に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　
発
足
当
初
か
ら
レ
ン
ジ
ャ

ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
谷

地
村
和
子
さ
ん
（
大
谷
地
）

は
「
農
作
業
中
の
無
事
故
は

み
ん
な
の
願
い
。
家
族
で
声

を
掛
け
合
い
、
安
全
な
作
業

環
境
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ
！

　
　農
作
業
事
故

　５月31日、農業後継者の会（福山義幸会長　会員数33名）
は、会員総出で恒例の田植えを行いました。同会は、高齢などにより
労働力不足に悩む農家から委託を受け、毎年作付けをしています。
　26日に「田打ち」、28日に「代だし」を行い、この日は４班で活動。
５軒の農家から借りた水田５ヶ所246アールに、各自が育て持ち寄っ
た「まっしぐら」の苗を田植え機で手際よく植えていました。

実りの秋を祈って
平成23年度  第２回
新郷村議会定例会
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草
原
で
の
ん
び
り
　リ
ラ
ッ
ク
ス

南
部
自
然
薯

　産
地
化
を
目
指
す

新
郷
村
特
産

　
里
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
に
、
村
観
光
協
会
（
平

葭
哲
雄
会
長
）
は
十
和
田
エ
イ
ト

ラ
イ
ン
観
光
協
議
会
と
連
携
し
、

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
最
初
の
事
業
は
５
月
７

日
、
本
村
の
鬼
蓮
地
区
で
「
原
木

シ
イ
タ
ケ
も
ぎ
取
り
体
験
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
県
南
か
ら
11
名
が
参
加
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
肉
厚
シ
イ
タ
ケ
を

笑
顔
で
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い
る
三

ツ
岳
喜
楽
会
代
表
の
高
橋
勝
さ
ん

（
沢
出
口
）
を

講
師
と
し
て
行

わ
れ
た
体
験
の

後
は
、
お
待
ち

か
ね
の
昼
食
。

同
地
区
の
「
鬼

蓮
庵
」
に
会
場

を
移
し
、
シ
イ

タ
ケ
の
網
焼
き

と
イ
ワ
ナ
弁
当

を
堪
能
し
ま
し

た
。
同
庵
自
慢

の
炭
で
じ
っ
く

り
と
焼
き
上
げ

ら
れ
た
シ
イ
タ

ケ
に
舌
鼓
。
庵

主
の
山
岸
義
一

さ
ん
（
川
台
）

を
囲
み
な
が
ら

炭
作
り
の
魅
力

に
つ
い
て
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
収
穫
前
に
は
同
地
区
で
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
。
山
桜
や
山
つ
つ
じ
、
さ

わ
や
か
な
５
月
の
風
に
歓
迎
さ
れ

た
参
加
者
は
足
取
り
も
軽
や
か
に

農
村
風
景
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
終
了
後
は
、
新
郷
温
泉
館
に

移
動
。
心
地
よ
い
疲
れ
を
鷲
の
湯

自
慢
の
お
湯
で
癒
し
ま
し
た
。

　
15
日
は
同
地
区
に
あ
る
移
築
古

民
家
「
西
山
荘
」
で
「
手
仕
事
体

験
ツ
ア
ー
」
が
11
名
の
参
加
者
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
か
ご
と
布

ぞ
う
り
の
２
コ
ー
ス
に
別
れ
て
実

施
。
こ
の
う
ち
５
名
の
参
加
が
あ

っ
た
か
ご
作
り
は
講
師
の
小
坂
直

枝
さ
ん
（
小
坂
）
が
て
い
ね
い
に

指
導
し
ま
し
た
。

　
用
意
さ
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
七
色

の
結
束
バ
ン
ド
を
格
子
状
に
編

み
、
ま
ず
底
面
と
側
面
を
作
成
し

ま
す
。
し
っ
か
り
と
仕
上
げ
る
た

め
に
角
や
主
要
箇
所
に
洗
濯
ば
さ

み
を
使
用
し
て
編
み
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　
昼
食
は
囲
炉
裏
で
焼
き
上
げ
た

イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
と
山
菜
づ
く

し
。
思
い
思
い
に
戸
外
や
囲
炉
裏

端
で
味
わ
い
、
里
山
の
食
材
の
お

い
し
さ
を
改
め
て
発
見
し
た
よ
う

で
す
。

村
の
有
機
農
業
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
の
事
業
に
、
種
子
は
本
場
の

関
東
地
方
よ
り
２
０
０
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
を
確
保
。
植
付
け
試
作
は
６

月
２
日
、
川
代
集
落
の
橋
端
秀
勝

氏
所
有
の
畑
外
５
ヶ
所
、
計
30
ア

ー
ル
で
行
い
ま

し
た
。

　
栽
培
指
導
は

三
八
地
域
県
民

局
地
域
農
林
水

産
部
農
業
普
及

振
興
室
主
幹
今

川
貢
氏
が
あ
た

り
栽
培
者
は
初

め
て
の
栽
培
と

あ
っ
て
熱
心
に

受
講
し
植
付
作

業
に
汗
を
流
し

て
い
た
。

　
村
で
は
今
後
、

栽
培
管
理
の
徹

底
指
導
や
販
売

方
法
に
つ
い
て

勉
強
会
を
開
く

な
ど
し
て
新
郷

特
産
と
し
て
の

自
然
薯
生
産
の

産
地
化
を
目
指

し
て
い
く
方
針

で
す
。

農
業
生
産
の
活
性
化
を
ね
ら
い
と

し
、
長
芋
生
産
に
次
ぐ
作
物
と
し

て
自
然
薯
（
じ
ね
ん
じ
ょ
）
栽
培

の
試
作
に
今
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
長
芋
生
産
技
術
を
生
か
し
、
本

　
村
で
は
、
村
お
こ
し
事
業
の

一
環
と
し
て
新
作
物
導
入
に
よ
り

　
５
月
27

日
、
村
営

平
子
沢
放

牧
場
が
開

牧
し
、
村

内
の
畜
産

農
家
に
よ

り
運
ば
れ

て
き
た
牛

（
黒
毛
和

種
）
が
緑

い
っ
ぱ
い

の
草
原
に

次
々
と
放

牧
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
牧
式

で
は
須
藤

村
長
が

「
期
間
中
、
牛
た
ち
が
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
八
戸
家
畜
衛
生
保
健
所
職

員
等
と
と
も
に
10
月
下
旬
ま
で
の

放
牧
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

　
標
高
約
６
３
０
ｍ
の
放
牧
場
の

広
さ
は
お
よ
そ
60
町
歩
（
東
京
ド

ー
ム
12
個
分
）。
初
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
高
原
特
有
の
涼
気
が
牛
に

と
っ
て
快
適
な
環
境
と
な
り
ま

す
。

　
こ
の
日
は
虫
除
け
の
た
め
の
牛

体
散
布
を
済
ま
せ
た
牛
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
草
原
を
移
動
し
、
草
を
は

ん
で
い
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
１

３
０
頭
が
放
牧
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。

初
夏
の
里
山
を
満
喫

新
郷
村
特
産

５
月
15
日
　
西
山
荘

５
月
７
日
　
鬼
蓮
庵
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草
原
で
の
ん
び
り
　リ
ラ
ッ
ク
ス

南
部
自
然
薯

　産
地
化
を
目
指
す

新
郷
村
特
産

　
里
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
に
、
村
観
光
協
会
（
平

葭
哲
雄
会
長
）
は
十
和
田
エ
イ
ト

ラ
イ
ン
観
光
協
議
会
と
連
携
し
、

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
最
初
の
事
業
は
５
月
７

日
、
本
村
の
鬼
蓮
地
区
で
「
原
木

シ
イ
タ
ケ
も
ぎ
取
り
体
験
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
県
南
か
ら
11
名
が
参
加
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
肉
厚
シ
イ
タ
ケ
を

笑
顔
で
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い
る
三

ツ
岳
喜
楽
会
代
表
の
高
橋
勝
さ
ん

（
沢
出
口
）
を

講
師
と
し
て
行

わ
れ
た
体
験
の

後
は
、
お
待
ち

か
ね
の
昼
食
。

同
地
区
の
「
鬼

蓮
庵
」
に
会
場

を
移
し
、
シ
イ

タ
ケ
の
網
焼
き

と
イ
ワ
ナ
弁
当

を
堪
能
し
ま
し

た
。
同
庵
自
慢

の
炭
で
じ
っ
く

り
と
焼
き
上
げ

ら
れ
た
シ
イ
タ

ケ
に
舌
鼓
。
庵

主
の
山
岸
義
一

さ
ん
（
川
台
）

を
囲
み
な
が
ら

炭
作
り
の
魅
力

に
つ
い
て
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
収
穫
前
に
は
同
地
区
で
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
。
山
桜
や
山
つ
つ
じ
、
さ

わ
や
か
な
５
月
の
風
に
歓
迎
さ
れ

た
参
加
者
は
足
取
り
も
軽
や
か
に

農
村
風
景
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
終
了
後
は
、
新
郷
温
泉
館
に

移
動
。
心
地
よ
い
疲
れ
を
鷲
の
湯

自
慢
の
お
湯
で
癒
し
ま
し
た
。

　
15
日
は
同
地
区
に
あ
る
移
築
古

民
家
「
西
山
荘
」
で
「
手
仕
事
体

験
ツ
ア
ー
」
が
11
名
の
参
加
者
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
か
ご
と
布

ぞ
う
り
の
２
コ
ー
ス
に
別
れ
て
実

施
。
こ
の
う
ち
５
名
の
参
加
が
あ

っ
た
か
ご
作
り
は
講
師
の
小
坂
直

枝
さ
ん
（
小
坂
）
が
て
い
ね
い
に

指
導
し
ま
し
た
。

　
用
意
さ
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
七
色

の
結
束
バ
ン
ド
を
格
子
状
に
編

み
、
ま
ず
底
面
と
側
面
を
作
成
し

ま
す
。
し
っ
か
り
と
仕
上
げ
る
た

め
に
角
や
主
要
箇
所
に
洗
濯
ば
さ

み
を
使
用
し
て
編
み
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　
昼
食
は
囲
炉
裏
で
焼
き
上
げ
た

イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
と
山
菜
づ
く

し
。
思
い
思
い
に
戸
外
や
囲
炉
裏

端
で
味
わ
い
、
里
山
の
食
材
の
お

い
し
さ
を
改
め
て
発
見
し
た
よ
う

で
す
。

村
の
有
機
農
業
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
の
事
業
に
、
種
子
は
本
場
の

関
東
地
方
よ
り
２
０
０
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
を
確
保
。
植
付
け
試
作
は
６

月
２
日
、
川
代
集
落
の
橋
端
秀
勝

氏
所
有
の
畑
外
５
ヶ
所
、
計
30
ア

ー
ル
で
行
い
ま

し
た
。

　
栽
培
指
導
は

三
八
地
域
県
民

局
地
域
農
林
水

産
部
農
業
普
及

振
興
室
主
幹
今

川
貢
氏
が
あ
た

り
栽
培
者
は
初

め
て
の
栽
培
と

あ
っ
て
熱
心
に

受
講
し
植
付
作

業
に
汗
を
流
し

て
い
た
。

　
村
で
は
今
後
、

栽
培
管
理
の
徹

底
指
導
や
販
売

方
法
に
つ
い
て

勉
強
会
を
開
く

な
ど
し
て
新
郷

特
産
と
し
て
の

自
然
薯
生
産
の

産
地
化
を
目
指

し
て
い
く
方
針

で
す
。

農
業
生
産
の
活
性
化
を
ね
ら
い
と

し
、
長
芋
生
産
に
次
ぐ
作
物
と
し

て
自
然
薯
（
じ
ね
ん
じ
ょ
）
栽
培

の
試
作
に
今
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
長
芋
生
産
技
術
を
生
か
し
、
本

　
村
で
は
、
村
お
こ
し
事
業
の

一
環
と
し
て
新
作
物
導
入
に
よ
り

　
５
月
27

日
、
村
営

平
子
沢
放

牧
場
が
開

牧
し
、
村

内
の
畜
産

農
家
に
よ

り
運
ば
れ

て
き
た
牛

（
黒
毛
和

種
）
が
緑

い
っ
ぱ
い

の
草
原
に

次
々
と
放

牧
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
牧
式

で
は
須
藤

村
長
が

「
期
間
中
、
牛
た
ち
が
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
八
戸
家
畜
衛
生
保
健
所
職

員
等
と
と
も
に
10
月
下
旬
ま
で
の

放
牧
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

　
標
高
約
６
３
０
ｍ
の
放
牧
場
の

広
さ
は
お
よ
そ
60
町
歩
（
東
京
ド

ー
ム
12
個
分
）。
初
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
高
原
特
有
の
涼
気
が
牛
に

と
っ
て
快
適
な
環
境
と
な
り
ま

す
。

　
こ
の
日
は
虫
除
け
の
た
め
の
牛

体
散
布
を
済
ま
せ
た
牛
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
草
原
を
移
動
し
、
草
を
は

ん
で
い
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
１

３
０
頭
が
放
牧
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。

初
夏
の
里
山
を
満
喫

新
郷
村
特
産

５
月
15
日
　
西
山
荘

５
月
７
日
　
鬼
蓮
庵
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森の恩恵を次世代に

　
６
月
17
日
、
村
赤

十
字
奉
仕
団
（
佐
藤

久
美
子
委
員
長
）
は

定
期
総
会
終
了
後
、

美
郷
館
で
炊
出
し
訓

練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
日
本
赤
十

字
社
青
森
県
支
部
小

澤
俊
文
氏
を
講
師
に

災
害
用
非
常
食
（
ハ

イ
ゼ
ッ
ク
ス
）
の
実

演
。
約
40
名
が
災
害

時
の
活
動
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
は
災
害
救

護
用
の
包
装
食
。
洗

米
１
４
０
ｇ
（
約
１

合
）
を
縦
長
の
袋
に

入
れ
て
表
示
さ
れ
て

あ
る
線
ま
で
水
を
入
れ
、
お
湯
の

中
で
約
30
分
煮
沸
。
外
に
出
し
て

10
〜
20
分
蒸
ら
す
だ
け
で
温
か
い

ご
飯
に
な
り
ま
す
。
お
に
ぎ
り
を

握
る
手
間
が
不
要
で
釜
も
汚
れ
な

い
こ
と
が
特
長
。
使
用
後
、
焼
却

し
て
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有

害
ガ
ス
は
発
生
し
な
い
等
、
環
境

面
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
大
釜
で
50
食
を
炊
き

だ
し
実
演
。
ご
飯
が
炊
き
あ
が
る

ま
で
「
震
災
救
護
の
あ
り
方
」
と

い
う
講
話
を
聴
き
、
東
日
本
大
震

災
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
後
は
、
非
常

時
の
備
え
や
支
援
活
動
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
真
剣
な
面
持
ち
で
意

見
を
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
23
日
、
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

扇
ノ
沢
の
川
原
こ
め
さ

ん
の
も
と
を
須
藤
村
長

が
訪
れ
、
顕
彰
状
と
長

寿
祝
い
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
川
原
さ
ん
は
明
治
44

年
５
月
21
日
生
ま
れ
。

現
在
は
長
男
の
久
仁
雄

さ
ん
、
禮
子
さ
ん
夫
妻
、

孫
の
光
明
さ
ん
と
の
４
人
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
花
を
愛
で
る
こ
と

が
大
好
き
と
い
う
川
原
さ
ん
は
須

藤
村
長
へ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
は
っ
き
り
し
た
声
で
お

礼
を
述
べ
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集 

！

　
募
集
種
目
　
第
一
次
試
験
日

◇
航
空
学
生
　
　
　
　
９
月
23
日

◇
看
護
学
生
　
　
　
　
10
月
22
日

◇
一
般
曹
候
補
生
　
　
９
月
17
日

◇
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

　
　
　
　
　
　
　
９
月
25
〜
28
日

○
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

※
受
付
期
間
等
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
５
月
24
日
、
須
藤
良
美

村
長
、
福
山
惠
一
郎
議
会

副
議
長
、
長
根
哲
美
村
農

産
物
研
究
会
長
、
永
野
信

一
農
業
委
員
会
会
長
職
務

代
理
者
ら
10
名
が
村
内
全

域
を
巡
回
し
、「
田
植
え

進
捗
状
況
調
査
及
び
激
励

会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
天
候
は
快

晴
。
須
藤
村
長
ら
は
作
業

に
い
そ
し
む
生
産
者
の
傍

ら
に
足
を
と
め
、
激
励
し

て
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
役
場
庁
舎
前

を
出
発
し
、
松
木
田
か
ら

北
川
目
地
区
、
南
川
目
地

区
を
経
由
し
て
西
越
地
区

を
巡
回
。
車
両
２
台
に
分
乗
し
て

村
内
を
あ
ま
ね
く
調
査
し
ま
し
た
。

　「
４
月
中
旬
以
降
の
断
続
的
な

降
雨
に
よ
り
、
田
植
え
作
業
も
平

年
に
比
べ
２
日
程
度
遅
れ
が
見
ら

れ
る
」
と
巡
回
を
終
え
た
須
藤
村

長
。
同
行
し
た
三
八
地
域
県
民
局

農
業
普
及
振
興
室
長
野
呂
俊
一
氏

は
「
村
内
の
今
日
現
在
の
進
捗
率

は
80
％
。
一
定
の
収
穫
量
確
保
の

た
め
今
後
は
適
切
な
栽
培
管
理
が

大
切
」
と
関
係
者
へ
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
６
月
７
日
、
戸
来
小
学

校
緑
の
少
年
団
の
戸
田
琢

海
君
（
６
年
）、
長
峯
千

夏
さ
ん
（
５
年
）、
橋
端

稜
人
君
（
４
年
）
が
村
長

室
を
訪
れ
、「
緑
の
募
金
」

を
須
藤
良
美
村
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
戸
来
小
学
校

で
は
毎
年
、
み
ど
り
の
日

に
ち
な
み
、
５
月
の
連
休

明
け
か
ら
全
校
に
呼
び
か

け
、
募
金
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
須
藤
村
長
は
「
森
の
恩
恵
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
。
活
動
を
継
続
し
、
将

来
の
世
代
に
豊
か
な
地
球
環
境
を

残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
お
く
り
ま
し
た
。

　
募
金
は
県
緑
化
推
進
委
員
会
が

と
り
ま
と
め
、
水
源
林
や
里
山
等

の
森
林
整
備
、
緑
の
少
年
団
交
流

集
会
、
熱
帯
雨
林
の
再
生
活
動
等

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

問
　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
　
八
戸
地
域
事
務
所

　
　
℡
45
│

１
９
２
０

◇
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
一
斉
更
新
」
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
８
月
１
日
は
被
保
険

者
証
の
更
新
日
で
す
。
新
し
い
被

保
険
者
証
は
、
７
月
下
旬
に
「
新

郷
村
か
ら
の
郵
送
」
と
な
り
、
有

効
期
限
は
平
成
25
年
７
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
保

険
料
の
滞
納
等
の
理
由
に
よ
り
納

付
相
談
の
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
及
び
更
新
時
期
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
現
在
お

使
い
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成
23

年
８
月
１
日
以
降
に
新
郷
村
の
後

期
高
齢
者
医
療
担
当
窓
口
に
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る

返
還
も
で
き
ま
す
。）

・
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
記
載
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
ら
新
郷
村
の
後
期
高

齢
者
医
療
担
当
窓
口
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

・
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
裏
面

に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
（
提

す
べ
て
の
人
々
の
し
あ
わ
せ
を
願
い

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　加
入
の
皆
様
へ

平
和
を
、
仕
事
に
す
る

問

出来秋を祈って激励おめでとう  川原さんおめでとう  川原さん
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森の恩恵を次世代に

　
６
月
17
日
、
村
赤

十
字
奉
仕
団
（
佐
藤

久
美
子
委
員
長
）
は

定
期
総
会
終
了
後
、

美
郷
館
で
炊
出
し
訓

練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
日
本
赤
十

字
社
青
森
県
支
部
小

澤
俊
文
氏
を
講
師
に

災
害
用
非
常
食
（
ハ

イ
ゼ
ッ
ク
ス
）
の
実

演
。
約
40
名
が
災
害

時
の
活
動
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
は
災
害
救

護
用
の
包
装
食
。
洗

米
１
４
０
ｇ
（
約
１

合
）
を
縦
長
の
袋
に

入
れ
て
表
示
さ
れ
て

あ
る
線
ま
で
水
を
入
れ
、
お
湯
の

中
で
約
30
分
煮
沸
。
外
に
出
し
て

10
〜
20
分
蒸
ら
す
だ
け
で
温
か
い

ご
飯
に
な
り
ま
す
。
お
に
ぎ
り
を

握
る
手
間
が
不
要
で
釜
も
汚
れ
な

い
こ
と
が
特
長
。
使
用
後
、
焼
却

し
て
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有

害
ガ
ス
は
発
生
し
な
い
等
、
環
境

面
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
大
釜
で
50
食
を
炊
き

だ
し
実
演
。
ご
飯
が
炊
き
あ
が
る

ま
で
「
震
災
救
護
の
あ
り
方
」
と

い
う
講
話
を
聴
き
、
東
日
本
大
震

災
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
後
は
、
非
常

時
の
備
え
や
支
援
活
動
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
真
剣
な
面
持
ち
で
意

見
を
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
23
日
、
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

扇
ノ
沢
の
川
原
こ
め
さ

ん
の
も
と
を
須
藤
村
長

が
訪
れ
、
顕
彰
状
と
長

寿
祝
い
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
川
原
さ
ん
は
明
治
44

年
５
月
21
日
生
ま
れ
。

現
在
は
長
男
の
久
仁
雄

さ
ん
、
禮
子
さ
ん
夫
妻
、

孫
の
光
明
さ
ん
と
の
４
人
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
花
を
愛
で
る
こ
と

が
大
好
き
と
い
う
川
原
さ
ん
は
須

藤
村
長
へ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
は
っ
き
り
し
た
声
で
お

礼
を
述
べ
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集 

！

　
募
集
種
目
　
第
一
次
試
験
日

◇
航
空
学
生
　
　
　
　
９
月
23
日

◇
看
護
学
生
　
　
　
　
10
月
22
日

◇
一
般
曹
候
補
生
　
　
９
月
17
日

◇
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

　
　
　
　
　
　
　
９
月
25
〜
28
日

○
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

※
受
付
期
間
等
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
５
月
24
日
、
須
藤
良
美

村
長
、
福
山
惠
一
郎
議
会

副
議
長
、
長
根
哲
美
村
農

産
物
研
究
会
長
、
永
野
信

一
農
業
委
員
会
会
長
職
務

代
理
者
ら
10
名
が
村
内
全

域
を
巡
回
し
、「
田
植
え

進
捗
状
況
調
査
及
び
激
励

会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
天
候
は
快

晴
。
須
藤
村
長
ら
は
作
業

に
い
そ
し
む
生
産
者
の
傍

ら
に
足
を
と
め
、
激
励
し

て
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
役
場
庁
舎
前

を
出
発
し
、
松
木
田
か
ら

北
川
目
地
区
、
南
川
目
地

区
を
経
由
し
て
西
越
地
区

を
巡
回
。
車
両
２
台
に
分
乗
し
て

村
内
を
あ
ま
ね
く
調
査
し
ま
し
た
。

　「
４
月
中
旬
以
降
の
断
続
的
な

降
雨
に
よ
り
、
田
植
え
作
業
も
平

年
に
比
べ
２
日
程
度
遅
れ
が
見
ら

れ
る
」
と
巡
回
を
終
え
た
須
藤
村

長
。
同
行
し
た
三
八
地
域
県
民
局

農
業
普
及
振
興
室
長
野
呂
俊
一
氏

は
「
村
内
の
今
日
現
在
の
進
捗
率

は
80
％
。
一
定
の
収
穫
量
確
保
の

た
め
今
後
は
適
切
な
栽
培
管
理
が

大
切
」
と
関
係
者
へ
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
６
月
７
日
、
戸
来
小
学

校
緑
の
少
年
団
の
戸
田
琢

海
君
（
６
年
）、
長
峯
千

夏
さ
ん
（
５
年
）、
橋
端

稜
人
君
（
４
年
）
が
村
長

室
を
訪
れ
、「
緑
の
募
金
」

を
須
藤
良
美
村
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
戸
来
小
学
校

で
は
毎
年
、
み
ど
り
の
日

に
ち
な
み
、
５
月
の
連
休

明
け
か
ら
全
校
に
呼
び
か

け
、
募
金
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
須
藤
村
長
は
「
森
の
恩
恵
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
。
活
動
を
継
続
し
、
将

来
の
世
代
に
豊
か
な
地
球
環
境
を

残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
お
く
り
ま
し
た
。

　
募
金
は
県
緑
化
推
進
委
員
会
が

と
り
ま
と
め
、
水
源
林
や
里
山
等

の
森
林
整
備
、
緑
の
少
年
団
交
流

集
会
、
熱
帯
雨
林
の
再
生
活
動
等

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

問
　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
　
八
戸
地
域
事
務
所

　
　
℡
45
│

１
９
２
０

◇
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
一
斉
更
新
」
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
８
月
１
日
は
被
保
険

者
証
の
更
新
日
で
す
。
新
し
い
被

保
険
者
証
は
、
７
月
下
旬
に
「
新

郷
村
か
ら
の
郵
送
」
と
な
り
、
有

効
期
限
は
平
成
25
年
７
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
保

険
料
の
滞
納
等
の
理
由
に
よ
り
納

付
相
談
の
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
及
び
更
新
時
期
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
現
在
お

使
い
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成
23

年
８
月
１
日
以
降
に
新
郷
村
の
後

期
高
齢
者
医
療
担
当
窓
口
に
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る

返
還
も
で
き
ま
す
。）

・
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
記
載
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
ら
新
郷
村
の
後
期
高

齢
者
医
療
担
当
窓
口
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

・
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
裏
面

に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
（
提

す
べ
て
の
人
々
の
し
あ
わ
せ
を
願
い

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　加
入
の
皆
様
へ

平
和
を
、
仕
事
に
す
る

問

出来秋を祈って激励おめでとう  川原さんおめでとう  川原さん
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

五
月
晴
良
い
こ
と
一
つ

有
り
そ
う
な

長

　
峯

　
ユ

　
リ

葉
桜
や
昔
を
し
の
ぶ
城
下
町

鹿

　
島

　
と

　
わ

よ
り
あ
い
場
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で

新
茶
出
す

工

　
藤

　
陽

　
一

植
え
終
え
て
良
く
育
て
よ
と

鳴
く
蛙

髙

　
根

　
リ

　
サ

雨
蛙
右
往
左
往
す
鍬
の
先

小

　
坂

　
良

　
子

薄
ぐ
ら
き
社
歩
け
ば

か
え
る
鳴
く

戸

　
来

　
れ
い
子

雪
柳
咲
き
て
愛
お
し

笑
み
こ
ぼ
す

福

　
山

　
康

　
子

手
の
ひ
ら
に
乗
せ
て
も

覚
め
ぬ
雨
蛙

鹿

　
島

　
恵
美
子

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
子
等
と

句
会
や
若
葉
風

村

　
上

　
て

　
る

付
ま
た
は
修
理
を
希
望
す
る
方
を

対
象
に
し
た
診
査
・
相
談
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

　
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
実
施
月
日

　
会
場

◇
７
月
13
日
（
水
）

　
南
部
町
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
と

り
あ
」

◇
７
月
14
日
（
木
）

　
八
戸
市
福

祉
体
育
館

※
受
付
時
間

　
　
８
時
45
分
〜
11
時

問

　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
℡
61
│

７
５
５
５

　
海
や
川
、
プ
ー
ル
等
で
の
水
遊

び
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
毎

年
水
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
り
、
水
の

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

１
遊
泳
禁
止
の
場
所
で
は
遊
ば
せ

な
い
。

２
ど
こ
に
行
く
の
か
聞
く
。（
海

や
川
に
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
行

か
せ
な
い
）

３
誰
と
行
く
の
か
聞
く
。（
一
人

で
は
行
か
せ
な
い
）

４
帰
る
時
間
を
聞
く
。

５
準
備
運
動
を
さ
せ
る
。

６
時
間
を
決
め
て
水
に
入
り
、
食

後
１
時
間
は
水
遊
び
を
さ
せ
な

い
７
熱
中
症
予
防
の
た
め
、
水
分
補

給
の
た
め
の
水
筒
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
を
持
た
せ
る
。

８
緊
急
時
の
連
絡
先
を
必
ず
携
行

さ
せ
る
。

９
行
く
前
に
は
必
ず
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
。

◇
『
い
ざ
』
と
い
う
と
き
の
た
め

に
･
も
し
も
、
溺
れ
た
人
を
発
見
し

た
場
合
、
目
を
離
さ
ず
大
声
で

ま
わ
り
の
人
に
協
力
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

･
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
ま
し

ょ
う
。

･
応
急
手
当
の
知
識
を
覚
え
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

問

　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
課
税
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
新
し
い
限
度
額
と
引
き
上

げ
幅
は
次
の
と
お
り
で
す
。

現
行
↓
改
正
後
（
23
年
度
か
ら
）

医
療
分

　
50
万
円
↓
51
万
円

　
　
　
　
　
１
万
円
の
引
き
上
げ

支
援
分

　
13
万
円
↓
14
万
円

　
　
　
　
　
１
万
円
の
引
き
上
げ

介
護
分

　
10
万
円
↓
12
万
円

　
　
　
　
　
２
万
円
の
引
き
上
げ

合

　
計

　
69
万
円
↓
73
万
円

　
　
　
　
　
４
万
円
の
引
き
上
げ

　
国
保
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問

い
合
わ
せ
は

税
金
・
納
付
等
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
グ
ル
ー
プ

　
℡
78
│

２
１
１
１（
内
線
５
０
２
）

医
療
・
資
格
等
に
関
す
る
こ
と

　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
℡
78
│

２
１
１
１（
内
線
６
０
４
）

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
２
学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

問

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
℡
０
１
７
８
│

70
│

１
６
６
３

　
新
郷
村
で
は
地
場
産
品
等
、
観

光
名
勝
の
Ｐ
Ｒ
で
き
る
方
で
出
店

を
希
望
す
る
個
人
団
体
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

◇
目
的

村
内
の
地
場
産
品
販
売
、
観
光

名
勝
Ｐ
Ｒ
等

◇
出
店
場
所

　
キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
駐
車
場

◇
期
間　

１
年
間
（
更
新
可
）

◇
対
象
者

村
内
に
在
住
し
て
い
る
個
人
、

団
体

◇
募
集
締
め
切
り

　
７
月
５
日
ま
で

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

　
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　
℡
78
│

２
０
２
５

　
供
す
る
・
提
供
し
な
い
）
が
記

入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
意
思
表
示
の
記
入

に
つ
い
て
は
、
義
務
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
平
成
22
年
中
の
所
得
状
況
等
に

よ
り
、
８
月
１
日
か
ら
医
療
機

関
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
、
新
郷

村
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
係
又

は
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
（
℡
０
１
７
│

７
２
１

│

３
８
２
１
）
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
◇
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

に
つ
い
て

【
平
成
22
年
度
に
交
付
を
受
け
て

い
る
方
】

　
　
現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者

医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
は
、
平
成
23
年

７
月
31
日
が
有
効
期
限
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
平
成
22
年
中
の
所
得
状
況
等

に
よ
り
、
平
成
23
年
度
も
引
き

続
き
低
所
得
Ⅱ
ま
た
は
低
所
得

Ⅰ
と
判
定
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証

と
と
も
に
新
し
い
認
定
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
更
新
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
な
お
、
新
し
い
認
定
証
の
有

効
期
限
は
平
成
24
年
７
月
31
日

と
な
り
ま
す
。

問

　
住
民
グ
ル
ー
プ

　

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
怪
我
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、
バ

ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い

て
か
ら
席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

　
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問

　
青
森
県
バ
ス
協
会

℡
０
１
７
│

７
３
９
│

０
５
７
１

　
東
北
電
力
で
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
発
電
所
の
復
旧

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
夏
場
の
需
要
に
対
し
て
十
分
に

供
給
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で

す
。

◇
具
体
的
な
節
電
・
シ
フ
ト
の
例

　
目
標
：
夏
場
の
日
中
９
時
〜
20

時
に
お
け
る
使
用
電
力
量
１
８

０
Ｗ
（
15
％
）
減

節
電

・
エ
ア
コ
ン

　
①
室
温
は
28
度
に
設
定
（
２
度

上
げ
る
）
↓
１
３
０
Ｗ（
10
％
）

の
減　

②
「
よ
し
ず
」、「
す
だ
れ
」
の

活
用
↓
１
２
０
Ｗ
（
10
％
）
の

減
・
冷
蔵
庫

　
温
度
を「
強
↓
中（
ま
た
は
低
）」

に
設
定
↓
25
Ｗ
（
２
％
）
の
減

・
テ
レ
ビ

　
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
、
見
な

い
時
消
す
↓
25
Ｗ
（
２
％
）
の

減
・
照
明　

日
中
は
消
灯
、
夜
間
も
で
き
る

だ
け
消
灯
↓
60
Ｗ
（
５
％
）
の

減
シ
フ
ト　

洗
濯
機
、
食
器
洗
い
乾
燥
機
は

タ
イ
マ
ー
を
利
用
し
、
早
朝
・

夜
間
に
使
用
↓
４
０
０
Ｗ
（
33

％
）
〜
９
０
０
Ｗ
（
75
％
）
の

シ
フ
ト

問

　
東
北
電
力
㈱
八
戸
営
業
所

　
℡
０
１
７
８
│

43
│

５
６
１
２

　
㈱
中
三
の
商
品
券
に
つ
い
て
還

付
申
出
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

申
し
出
方
法
は
持
参
ま
た
は
郵
送

と
な
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
青
森

財
務
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

郵
送
の
場
合

平
成
23
年
６
月
１
日
〜
８
月
８
日

東
北
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第

三
課

〒
９
８
０
│

８
４
３
６
仙
台
市
青

葉
区
本
町
３
│

３
│

１

持
参
の
場
合

平
成
23
年
６
月
１
日
〜
８
月
８
日

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

青
森
財
務
事
務
所
理
財
課
（
青
森

合
同
庁
舎
３
階
）

〒
０
３
０
│

８
５
７
７
青
森
市
新

町
２
│

４
│

25

問

　
青
森
財
務
事
務
所
理
財
課

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

１
４
６
３

◇
開
催
日

　
９
月
４
日
（
日
）

◇
出
発
時
刻
・
場
所

　
12
時
15
分

　
八
戸
駅
西
口

　
13
時
20
分

　
三
戸
町
役
場
前

◇
解
散
時
刻
・
場
所

　
16
時
20
分

　
三
戸
町
役
場
前

　
17
時
20
分

　
八
戸
駅
西
口

◇
見
学
場
所

　
県
境
不
法
投
棄
現
場

　
（
田
子
町
大
字
茂
市
字
川
倉
ノ

上
28
）

　
浸
出
水
処
理
施
設

　
（
田
子
町
大
字
茂
市
字
川
倉
ノ

上
19
）

◇
移
動
手
段

　
県
が
手
配
す
る
専
用
バ
ス

◇
参
加
対
象

　
県
民
（
現
住
所
が
県
内
の
方
）

　
※
中
学
生
以
下
の
場
合
は
、
保

　
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数

　
40
名
（
先
着
順
）

◇
応
募
締
切

　
８
月
19
日

申
・
問

青
森
県
環
境
生
活
部
県
境
再
生
対

策
室

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
６
１

　
肢
体
不
自
由
が
あ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
診
断
書
を
希
望
す
る

方
、
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
変

更
を
希
望
す
る
方
、
補
装
具
の
交

国
民
健
康
保
険
税
か
ら

条
例
改
正
の
お
知
ら
せ

新
郷
村
地
場
産
品

　
　
売
店
出
店
の
募
集

㈱
中
三
の
商
品
券
を

　
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

県
境
不
法
投
棄
現
場
県
民

見
学
会
の
参
加
者
募
集

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
と

更
生
相
談
の
お
知
ら
せ

水
の
事
故
防
止

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

節
電
の
お
願
い

問 問

問

問

問問

問

問

申

問
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

五
月
晴
良
い
こ
と
一
つ

有
り
そ
う
な

長

　
峯

　
ユ

　
リ

葉
桜
や
昔
を
し
の
ぶ
城
下
町

鹿

　
島

　
と

　
わ

よ
り
あ
い
場
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で

新
茶
出
す

工

　
藤

　
陽

　
一

植
え
終
え
て
良
く
育
て
よ
と

鳴
く
蛙

髙

　
根

　
リ

　
サ

雨
蛙
右
往
左
往
す
鍬
の
先

小

　
坂

　
良

　
子

薄
ぐ
ら
き
社
歩
け
ば

か
え
る
鳴
く

戸

　
来

　
れ
い
子

雪
柳
咲
き
て
愛
お
し

笑
み
こ
ぼ
す

福

　
山

　
康

　
子

手
の
ひ
ら
に
乗
せ
て
も

覚
め
ぬ
雨
蛙

鹿

　
島

　
恵
美
子

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
子
等
と

句
会
や
若
葉
風

村

　
上

　
て

　
る

付
ま
た
は
修
理
を
希
望
す
る
方
を

対
象
に
し
た
診
査
・
相
談
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

　
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
実
施
月
日

　
会
場

◇
７
月
13
日
（
水
）

　
南
部
町
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
と

り
あ
」

◇
７
月
14
日
（
木
）

　
八
戸
市
福

祉
体
育
館

※
受
付
時
間

　
　
８
時
45
分
〜
11
時

問

　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
℡
61
│

７
５
５
５

　
海
や
川
、
プ
ー
ル
等
で
の
水
遊

び
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
毎

年
水
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
り
、
水
の

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

１
遊
泳
禁
止
の
場
所
で
は
遊
ば
せ

な
い
。

２
ど
こ
に
行
く
の
か
聞
く
。（
海

や
川
に
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
行

か
せ
な
い
）

３
誰
と
行
く
の
か
聞
く
。（
一
人

で
は
行
か
せ
な
い
）

４
帰
る
時
間
を
聞
く
。

５
準
備
運
動
を
さ
せ
る
。

６
時
間
を
決
め
て
水
に
入
り
、
食

後
１
時
間
は
水
遊
び
を
さ
せ
な

い
７
熱
中
症
予
防
の
た
め
、
水
分
補

給
の
た
め
の
水
筒
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
を
持
た
せ
る
。

８
緊
急
時
の
連
絡
先
を
必
ず
携
行

さ
せ
る
。

９
行
く
前
に
は
必
ず
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
。

◇
『
い
ざ
』
と
い
う
と
き
の
た
め

に
･
も
し
も
、
溺
れ
た
人
を
発
見
し

た
場
合
、
目
を
離
さ
ず
大
声
で

ま
わ
り
の
人
に
協
力
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

･
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
ま
し

ょ
う
。

･
応
急
手
当
の
知
識
を
覚
え
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

問

　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
課
税
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
新
し
い
限
度
額
と
引
き
上

げ
幅
は
次
の
と
お
り
で
す
。

現
行
↓
改
正
後
（
23
年
度
か
ら
）

医
療
分

　
50
万
円
↓
51
万
円

　
　
　
　
　
１
万
円
の
引
き
上
げ

支
援
分

　
13
万
円
↓
14
万
円

　
　
　
　
　
１
万
円
の
引
き
上
げ

介
護
分

　
10
万
円
↓
12
万
円

　
　
　
　
　
２
万
円
の
引
き
上
げ

合

　
計

　
69
万
円
↓
73
万
円

　
　
　
　
　
４
万
円
の
引
き
上
げ

　
国
保
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問

い
合
わ
せ
は

税
金
・
納
付
等
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
グ
ル
ー
プ

　
℡
78
│

２
１
１
１（
内
線
５
０
２
）

医
療
・
資
格
等
に
関
す
る
こ
と

　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
℡
78
│

２
１
１
１（
内
線
６
０
４
）

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
２
学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

問

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
℡
０
１
７
８
│

70
│

１
６
６
３

　
新
郷
村
で
は
地
場
産
品
等
、
観

光
名
勝
の
Ｐ
Ｒ
で
き
る
方
で
出
店

を
希
望
す
る
個
人
団
体
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

◇
目
的

村
内
の
地
場
産
品
販
売
、
観
光

名
勝
Ｐ
Ｒ
等

◇
出
店
場
所

　
キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
駐
車
場

◇
期
間　

１
年
間
（
更
新
可
）

◇
対
象
者

村
内
に
在
住
し
て
い
る
個
人
、

団
体

◇
募
集
締
め
切
り

　
７
月
５
日
ま
で

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

　
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　
℡
78
│

２
０
２
５

　
供
す
る
・
提
供
し
な
い
）
が
記

入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
意
思
表
示
の
記
入

に
つ
い
て
は
、
義
務
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
平
成
22
年
中
の
所
得
状
況
等
に

よ
り
、
８
月
１
日
か
ら
医
療
機

関
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
、
新
郷

村
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
係
又

は
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
（
℡
０
１
７
│

７
２
１

│

３
８
２
１
）
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
◇
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

に
つ
い
て

【
平
成
22
年
度
に
交
付
を
受
け
て

い
る
方
】

　
　
現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者

医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
は
、
平
成
23
年

７
月
31
日
が
有
効
期
限
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
平
成
22
年
中
の
所
得
状
況
等

に
よ
り
、
平
成
23
年
度
も
引
き

続
き
低
所
得
Ⅱ
ま
た
は
低
所
得

Ⅰ
と
判
定
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証

と
と
も
に
新
し
い
認
定
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
更
新
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
な
お
、
新
し
い
認
定
証
の
有

効
期
限
は
平
成
24
年
７
月
31
日

と
な
り
ま
す
。

問

　
住
民
グ
ル
ー
プ

　

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
怪
我
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、
バ

ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い

て
か
ら
席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

　
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問

　
青
森
県
バ
ス
協
会

℡
０
１
７
│

７
３
９
│

０
５
７
１

　
東
北
電
力
で
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
発
電
所
の
復
旧

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
夏
場
の
需
要
に
対
し
て
十
分
に

供
給
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で

す
。

◇
具
体
的
な
節
電
・
シ
フ
ト
の
例

　
目
標
：
夏
場
の
日
中
９
時
〜
20

時
に
お
け
る
使
用
電
力
量
１
８

０
Ｗ
（
15
％
）
減

節
電

・
エ
ア
コ
ン

　
①
室
温
は
28
度
に
設
定
（
２
度

上
げ
る
）
↓
１
３
０
Ｗ（
10
％
）

の
減　

②
「
よ
し
ず
」、「
す
だ
れ
」
の

活
用
↓
１
２
０
Ｗ
（
10
％
）
の

減
・
冷
蔵
庫

　
温
度
を「
強
↓
中（
ま
た
は
低
）」

に
設
定
↓
25
Ｗ
（
２
％
）
の
減

・
テ
レ
ビ

　
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
、
見
な

い
時
消
す
↓
25
Ｗ
（
２
％
）
の

減
・
照
明　

日
中
は
消
灯
、
夜
間
も
で
き
る

だ
け
消
灯
↓
60
Ｗ
（
５
％
）
の

減
シ
フ
ト　

洗
濯
機
、
食
器
洗
い
乾
燥
機
は

タ
イ
マ
ー
を
利
用
し
、
早
朝
・

夜
間
に
使
用
↓
４
０
０
Ｗ
（
33

％
）
〜
９
０
０
Ｗ
（
75
％
）
の

シ
フ
ト

問

　
東
北
電
力
㈱
八
戸
営
業
所

　
℡
０
１
７
８
│

43
│

５
６
１
２

　
㈱
中
三
の
商
品
券
に
つ
い
て
還

付
申
出
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

申
し
出
方
法
は
持
参
ま
た
は
郵
送

と
な
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
青
森

財
務
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

郵
送
の
場
合

平
成
23
年
６
月
１
日
〜
８
月
８
日

東
北
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第

三
課

〒
９
８
０
│

８
４
３
６
仙
台
市
青

葉
区
本
町
３
│

３
│

１

持
参
の
場
合

平
成
23
年
６
月
１
日
〜
８
月
８
日

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

青
森
財
務
事
務
所
理
財
課
（
青
森

合
同
庁
舎
３
階
）

〒
０
３
０
│

８
５
７
７
青
森
市
新

町
２
│

４
│

25

問

　
青
森
財
務
事
務
所
理
財
課

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

１
４
６
３

◇
開
催
日

　
９
月
４
日
（
日
）

◇
出
発
時
刻
・
場
所

　
12
時
15
分

　
八
戸
駅
西
口

　
13
時
20
分

　
三
戸
町
役
場
前

◇
解
散
時
刻
・
場
所

　
16
時
20
分

　
三
戸
町
役
場
前

　
17
時
20
分

　
八
戸
駅
西
口

◇
見
学
場
所

　
県
境
不
法
投
棄
現
場

　
（
田
子
町
大
字
茂
市
字
川
倉
ノ

上
28
）

　
浸
出
水
処
理
施
設

　
（
田
子
町
大
字
茂
市
字
川
倉
ノ

上
19
）

◇
移
動
手
段

　
県
が
手
配
す
る
専
用
バ
ス

◇
参
加
対
象

　
県
民
（
現
住
所
が
県
内
の
方
）

　
※
中
学
生
以
下
の
場
合
は
、
保

　
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数

　
40
名
（
先
着
順
）

◇
応
募
締
切

　
８
月
19
日

申
・
問

青
森
県
環
境
生
活
部
県
境
再
生
対

策
室

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
６
１

　
肢
体
不
自
由
が
あ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
診
断
書
を
希
望
す
る

方
、
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
変

更
を
希
望
す
る
方
、
補
装
具
の
交

国
民
健
康
保
険
税
か
ら

条
例
改
正
の
お
知
ら
せ

新
郷
村
地
場
産
品

　
　
売
店
出
店
の
募
集

㈱
中
三
の
商
品
券
を

　
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

県
境
不
法
投
棄
現
場
県
民

見
学
会
の
参
加
者
募
集

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
と

更
生
相
談
の
お
知
ら
せ

水
の
事
故
防
止

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

節
電
の
お
願
い

問 問

問

問

問問

問

問

申

問



平成22年度 予 算 執 行 状 況平成22年度 予 算 執 行 状 況 （平成23年３月末現在）

　新郷村の条例により、平成22年度の　財政状況の概要をお知らせします。

一 般 会 計一 般 会 計

予算額
執行額

歳入予算額　3,730,879
収 入 済 額　2,557,207
収入執行率　　68.5％

そ の 他

村　　　債

諸 収 入

繰 入 金

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

歳　入歳　出 （単位：千円）（単位：千円）

171,785
179,392

154,485
931,745

119,615
170,431

6,249
6,825

94,766
183,092

207,500
25,300

227,938
294,825

44,484
45,867

627,010
1,389,562

352,455
533,509

44,773
69,883

272,862
359,131

154,187
174,152

111,364
239,583

101,050
144,553
223,139
272,514

493,386
495,075

1,757,069
1,757,069

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

そ の 他

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

予算額
執行額

歳出予算額　3,730,879
支 出 済 額　2,425,197
支出執行率　　65.0％

地 方 債 の 現 在 高 単位：千円

（H23. 5月末現在） （H23. 3月末現在） （H23. 3月末現在）

会 計 区 分

金 額 ・ 構 成 比 金　額 構成比

100.0％

1.5％

1.3％

24.4％

16.1％

9.0％

9.0％

38.7％1,243,342

287,850

289,981

516,477

41,967

785,033

49,036

3,213,686 0.0％

0.0％0

0 100.0％

97.0％169,200

3.0％5,160 26.3％308,115

16.6％193,980

174,360 100.0％

57.1％669,350 53.0％146,745

10.4％28,674

36.6％101,186

1,171,445 100.0％276,605

金　額 構成比

地方公共団体金融機構
（金融公庫含む）

国 の 予 算 貸 付

み ち の く 銀 行

青 森 県

合　　　　　計

財政融資資金

郵便貯金資金

簡易生命保険資金
借

入

先

政
府
資
金

一 般 会 計
【デイサービス施設分含む】 診療所特別会計 簡易水道特別会計 特定環境保全公共

下水道特別会計
農業集落排水
特 別 会 計

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

特別会計歳入歳出予算の状況 基 金 等 の 状 況
（単位：千円、％）

特別会計名
国民健康保険
国民健康保険
診 療 所

簡 易 水 道
老 人 保 健
戸来財産区
西越財産区
下　水　道
公 共 用 地
農業集落排水
介 護 保 険
後期高齢者医療

予 算 額
476,750
135,954
39,048
1,650
12,339
35,445
139,060

100
36,522
425,254
33,556

収入済額
393,276
61,136
17,670
1,349
9,618
32,416
6,367

0
1,464

281,026
27,703

執行率
82.5％
45.0％
45.3％
81.8％
77.9％
91.5％
4.6％
0.0％
4.0％
66.1％
82.6％

402,837
112,456
35,664
1,349
6,687
27,694
134,991

0
35,285
321,265
31,268

84.5％
82.7％
91.3％
81.8％
54.2％
78.1％
97.1％
0.0％
96.6％
75.5％
93.2％

執行率支出済額 有 価 証 券
（特別会計含む） 4,577千円

一時借入金の残高 0千円

出資による権利
（特別会計含む） 36,683千円

基 金 365,665千円

一 般 会 計 分 247,136千円

うち土地開発基金 16,361千円

特 別 会 計 分 118,529千円

土 地 0 ㎡ 

487
7,050

災害復旧費・　
労働費・予備費（ （

1415　広報しんごう　H23・６



平成22年度 予 算 執 行 状 況平成22年度 予 算 執 行 状 況 （平成23年３月末現在）

　新郷村の条例により、平成22年度の　財政状況の概要をお知らせします。

一 般 会 計一 般 会 計

予算額
執行額

歳入予算額　3,730,879
収 入 済 額　2,557,207
収入執行率　　68.5％

そ の 他

村　　　債

諸 収 入

繰 入 金

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

歳　入歳　出 （単位：千円）（単位：千円）

171,785
179,392

154,485
931,745

119,615
170,431

6,249
6,825

94,766
183,092

207,500
25,300

227,938
294,825

44,484
45,867

627,010
1,389,562

352,455
533,509

44,773
69,883

272,862
359,131

154,187
174,152

111,364
239,583

101,050
144,553
223,139
272,514

493,386
495,075

1,757,069
1,757,069

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

そ の 他

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

予算額
執行額

歳出予算額　3,730,879
支 出 済 額　2,425,197
支出執行率　　65.0％

地 方 債 の 現 在 高 単位：千円

（H23. 5月末現在） （H23. 3月末現在） （H23. 3月末現在）

会 計 区 分

金 額 ・ 構 成 比 金　額 構成比

100.0％

1.5％

1.3％

24.4％

16.1％

9.0％

9.0％

38.7％1,243,342

287,850

289,981

516,477

41,967

785,033

49,036

3,213,686 0.0％

0.0％0

0 100.0％

97.0％169,200

3.0％5,160 26.3％308,115

16.6％193,980

174,360 100.0％

57.1％669,350 53.0％146,745

10.4％28,674

36.6％101,186

1,171,445 100.0％276,605

金　額 構成比

地方公共団体金融機構
（金融公庫含む）

国 の 予 算 貸 付

み ち の く 銀 行

青 森 県

合　　　　　計

財政融資資金

郵便貯金資金

簡易生命保険資金
借

入

先

政
府
資
金

一 般 会 計
【デイサービス施設分含む】 診療所特別会計 簡易水道特別会計 特定環境保全公共

下水道特別会計
農業集落排水
特 別 会 計

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

特別会計歳入歳出予算の状況 基 金 等 の 状 況
（単位：千円、％）

特別会計名
国民健康保険
国民健康保険
診 療 所

簡 易 水 道
老 人 保 健
戸来財産区
西越財産区
下　水　道
公 共 用 地
農業集落排水
介 護 保 険
後期高齢者医療

予 算 額
476,750
135,954
39,048
1,650
12,339
35,445
139,060

100
36,522
425,254
33,556

収入済額
393,276
61,136
17,670
1,349
9,618
32,416
6,367

0
1,464

281,026
27,703

執行率
82.5％
45.0％
45.3％
81.8％
77.9％
91.5％
4.6％
0.0％
4.0％
66.1％
82.6％

402,837
112,456
35,664
1,349
6,687
27,694
134,991

0
35,285
321,265
31,268

84.5％
82.7％
91.3％
81.8％
54.2％
78.1％
97.1％
0.0％
96.6％
75.5％
93.2％

執行率支出済額 有 価 証 券
（特別会計含む） 4,577千円

一時借入金の残高 0千円

出資による権利
（特別会計含む） 36,683千円

基 金 365,665千円

一 般 会 計 分 247,136千円

うち土地開発基金 16,361千円

特 別 会 計 分 118,529千円

土 地 0 ㎡ 

487
7,050

災害復旧費・　
労働費・予備費（ （
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ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

大好きなすべり台で遊んでいる
ところを描きました。着ていた
お洋服の水玉も細かく描くこと
ができました。

佐 藤　　慶さん（さくら組）
サッカーの練習をしているところ
です。描くのが難しいと言ってい
たサッカーボールも、ゴールも
悩みながら一生懸命描きました。

佐藤　陽菜さん（さくら組）
けいさ とう ひ なさとう

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

16

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

209

７月
人の動 き

男　1,456人（－２人）
女　1,562人（－５人）
計　3,018人（－７人）
世帯数961世帯（＋１世帯）
（平成23年５月31日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

1
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.vill.shing

o.aom
ori.jp

IN
FO
R
M
A
T
IO
N
 S
H
IN
G
O
   N
o.1
8
3

6

2011 （
平
成
2
3
年
）

JU
N
E

村  上　徠  花ちゃん
Ｈ22・１・18生
（地区）戸来
（パパ）武勇
（ママ）恵美子
パパとママのねがい

おちゃめで頑固でいたずらずきの
徠花ちゃん。ご飯をもりもり食べ
て、すくすく元気に育ってね。

むらのガイド

平成23年 文 月
ルビー（紅玉）
̶ 情熱・権威 ̶誕 生 石

ふみづき
July

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１１年７月
備　　　考行　　事　　等

むら かみ からい

日 曜
1 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

平子沢キャンプ場3 日 第19回ウェストン祭
4 月 新郷温泉館休館日
6 水 不用犬引取日
7 木 村畜産祭　特定健診（～９日）
8 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日

11 月
新郷温泉館休館日

美郷館　9：00～14：00行政相談
14 木 特定健診（～16日）

資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
15 金 粗大ごみ収集日　乳児・１才６ヶ月・２才児健診

山村開発センター　9：00～12：00人権相談所
17 日 子ども会親子早起き掃除
18 月 ●海の日

21 木
特定健診（～23日）
夏の交通安全県民運動（～31日）

22 金 燃えないごみ収集日
25 月 新郷温泉館休館日　ポリオ予防注射
28 木 特定健診（～30日）

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

５
月
29日

　
キ
リ
ス
ト
祭
（
関
連
記
事
は
２
～
３
ペ
ー
ジ
）

５
月
29日

　
キ
リ
ス
ト
祭
（
関
連
記
事
は
２
～
３
ペ
ー
ジ
）
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